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況が[来しみ忘向」と競技レベルで位置づけら

れているケラブヂー 4 ムは指導者が常に抑評

管理をしているので，練習呆境が整備された状

況を作η出すことができる.また練習試合や

遠征が多く.1 Elの試合前化数も多くなるので.

外傷やパーシアヴトを引き起こす要因となる.

2)双Jらあメリットーデメ1)ットの比較

Yラブチームのデメリットに罰ょとがあると
挙げられていたが，どんな試合でも常に勝ち続

けなくてはいけないという怠識が浸透してお

り，その厳しい環境からメンタル面が鍛えられ

たというメ))ットが挙げろれたと考える. (常

勝ぶi向)部J己動は指導者 L顧問)が繰習に参加
しないことが多く自由度の高い練習環境であ

之i 了とがむがったー(楽しみ志向)また，ヲ匂ム

として(0ゾコンセプト治tなく，れ的・日+ぎたtクラ

プィーム土!今薄し、正:考え :~jhた.

双方に学げられ之メ 1)ノ:で言えるこム:二‘

強いチームほど花会的マナーが身につく指導

がされており，オワ・ザ・ピソチア札指導が行

き届いていることが考えられる

4. 全とめ

本研究では， 双，/Jムを比較して部7.5JVJ所属
サッカーを通じた仲間づくりや適度に楽しく

やるというメリットが全休としての印象であ

った. ブヱクラブチーム所属は、サッカーを通

じ売自己戎長や人格形或などのメリ、ソトが今

体よし〆ての印象だった.また，強豪部活動はl ケ

ラプチームと類似しており社会的マナーなど

学校教育的慣を超える指導h行われているー

とがわかった.
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1.緒言

学校の部話勤は，特に中高'[:へのスポーツの

持及にノミぎな役割を呆たし競技力向上にも主主

要な役割を担ってきた.しかし現在.部活動が

大きな転機を迎えていることは自明である.そ

の背景は少子化による部員数不足のための廃

部，教民数減少や新規採用教民の減少による指

導者ω不足や指導時I出の不足， ~さらには部活動
指導の職務的位置づけの暖昧さによる問題，遠

い白根に向けた厳ししパ、レーニング¥，いう競

技的スポーツへの参加率の低下等様々である.

その結果子ど宇}達がでてポーツえそ行ろ 1~で‘学

外lこ場合求め匂こともは常化レてき工いると

f~"1われている.

そこで本長)!究は部出向・クス/チ←ムの選札

そ心メリット・デメ 1)ットを鳴らかにす

諸活安J
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T -j_;， クラ
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2. MJi.:方法
本研究の調査対象は可中学時代サッカーを

していて、部活動または，クラブチぃムに

萌属していた大学生 50名にアンケ←ト調

.~そ実施[ノた.
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{図 1，j:な活動内符の調もの比較!なj)

すべてのよ員Hに有意差ありという結呆がUj
た.部前動は、ほぼ合主円轍習しでいるが。実戦終

験が少ない，主だ指草寺(Tの練ぷ在か多いた主任

t!1ei与が行き揺いていないと考えられる.この状




